
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
を
訪
れ
感
謝
　
区

　
南
三
陸
町
長
震
災
の
経
験
語
る
北

２
０
１
１
年
３
月
の
東
一
だ
。
町
で
は
病
院
が
津
波

日
本
大
震
災
後
、
東
北
で

復
興
支
援
を
続
け
る
国
際

医
療
Ｎ
Ｇ
Ｏ
「
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
」

の
本
部
（
北
区
伊
福
町
３
）

に
８
日
、
宮
城
県
南
三
陸

町
の
佐
藤
仁
町
長
が
訪
れ

で
壊
滅
状
態
に
な
り
、
臨

時
に
開
い
た
診
療
所
で
は

薬
が
不
足
。
支
援
物
資
と

し
て
届
い
た
薬
は
普
段
医

師
ら
が
使
う
新
薬
で
は
な

く
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
（
後

た
。
佐
藤
町
長
は
（
と
て
‐
‐
‐
‐
。
発
）
医
薬
品
だ
っ
た
。
「
薬

｀
―
／
　
’
‐
‘
‘
‘
=
‘
’
‘
’
‐
‘
”
一

も
お
世
話
に
な
っ
た
」
ダ

述
べ
、
震
災
以
降
の
経
験
二

を
語
っ
た
。

　
佐
藤
町
長
は
震
災
直
碑

を
振
り
返
り
、
「
一
番
重

要
な
の
は
医
療
」
と
話
し

剤
師
が
少
な
く
、
薬
の
効

能
を
確
認
す
る
の
に
苦
労

し
た
。
薬
を
床
い
っ
ぱ
い

に
広
げ
て
、
ト
ラ
ン
プ
ゲ

ー
ム
の
″
神
経
衰
弱
″
の

よ
う
に
種
類
を
確
認
し
た

光
景
が
忘
れ
ら
れ
な
い
」

と
語
っ
た
。

　
南
三
陸
町
で
は
、
今
も

暮
ら
し
て
い
る
。
被
災
需

は
仮
設
住
宅
へ
の
入
居
Ｙ

多
く
の
人
が
仮
設
住
宅
で

‐
‐

‐
‐

Ｉ
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｀
Ｄ
ノ
｛
・
へ
．
１
／
ｏ
は
４
く
Ｃ
Ｉ
一
‐
‐
‐

‐

仮
設
の
閉
鎖
な
ど
に
伴
う

別
の
仮
設
へ
の
引
っ
越
し

▽
災
害
公
営
住
宅
へ
の
引

っ
越
し
ー
な
ど
、
何
度

も
転
居
を
繰
り
返
す
。
佐

藤
町
長
は
「
せ
っ
か
く
築

い
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が

何
度
も
壊
れ
る
。
災
害
は

残
酷
」
と
指
摘
し
た
。

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
世
界
の
災

害
地
や
紛
争
地
に
医
療
チ

ー
ム
を
派
遣
し
て
お
り
、

東
日
本
大
震
災
の
際
は
、

発
生
翌
日
の
３
月
１
９
一
日
か

ら
被
災
地
に
入
っ
た
。
南

三
陸
町
は
、
公
立
志
津
川

病
院
に
１
年
に
わ
た
り
看

護
師
を
派
遣
す
る
な
ど
し

た
経
緯
が
あ
り
、
特
に
縁

が
深
い
と
い
う
。
佐
藤
町

長
は
町
民
か
ら
「
ぜ
ひ
Ａ

Ｍ
Ｄ
Ａ
に
お
礼
を
」
と
い

－ 一 一 一 一

う
依
頼
を
受
け
、
関
西
出

張
を
機
に
立
ち
寄
っ
た
。

　
　
　
　
【
五
十
嵐
朋
子
】

東日本大震災の当時を振り返る佐藤仁・宮城県

南三陸町長（中央）と、ＡＭＤＡの職員ら

　　　　　　　　一北区伊福町３のＡＭＤＡで
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